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研究成果の概要（和文）： 

 出版が盛んになる明代には、文人が出資して出版する家刻本が増え、詩文集・史書・医薬書等に混

じって白話小説が刊刻されることもあった。本研究では杭州・洪楩の清平山堂を例として、その出版事

業と白話小説刊行の関係を考えた。かつて語り物として演じられていた物語は、文人の関与する明代

家刻本として出版されることによって洗練された白話小説へと発展した。白話文体の成立、および小説

という文学ジャンルの成立において、家刻本が果たした役割の重要性と具体的な諸相を明らかにし

た。 

 

研究成果の概要（英文）： 

   During the Ming era when the publishing industry rose, some literati published vernacular stories as 

well as miscellanies, historical writings, and medical books from their family publishers.  We picked up 

the Qingpingshantang publisher run by Hong Pian in Hangzhou as such a typical case, and illuminated 

the relationship between its publishing and vernacular stories.  The Ming family publishing played an 

important role not only in the process that the oral stories originally told and performed in the Song 

and Yuan eras eventually developed into the written vernacular stories, but also in the process of 

establishing written vernacular Chinese and “xiaoshuo” as a literary genre. 
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１．研究開始当初の背景 
 明代嘉靖年間の杭州で洪楩の清平山堂が

刊行した書籍のうち、現在、文学史上とくに

知られているのは、現存最古の短編白話小説
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集『清平山堂話本』、『雨窓欹枕集』である。

清平山堂刊行の小説は主として小説史上の

資料として扱われてきた。一方で、清平山堂

は同時期に『路史』、『新編分類夷堅志』、『六

臣註文選』、『唐詩紀事』等の書籍、さらには

医薬書を刊行していたことが知られている。

こうした幅広い出版事業を行っていた洪楩

がなぜ白話小説を刊行したのかという問題

について、清平山堂の家刻本出版全体の中で

考えることは、従来あまり行われてこなかっ

た。 
 こうした点に着目した研究がこれまで行

われなかったのは、研究分野の細分化によっ

て、小説は小説史研究のみの観点で追究され

てきたことに一因がある。本研究はこうした

研究の細分化を突破するだけでなく、洪楩・

清平山堂という一事例をとおして、明代家刻

本の一般的性質を明らかにしようとするこ

と、さらに白話小説の成立を家刻本という出

版の事業形態との関連の中で再検討しよう

とするものである。 
 
 
２．研究の目的 
 本研究は、清平山堂の小説出版を、洪楩に

よる家刻本出版事業全体の中に位置づけ、従

来たんに小説史の観点から研究されてきた

同書を、書誌学・版本学・出版史の観点から

再検討しようとするものである。 
 具体的には次のような方法による。清平山

堂が刊行した書籍のうち、『路史』、『新編分

類夷堅志』、『六臣註文選』、『唐詩紀事』等が

現存し、そのなかには清平山堂が刊刻の際に

依拠したと思われる旧本（宋本や覆宋本）ま

でも現存する例がある。つまり、清平山堂刊

本が、先行する旧本をどの程度まで忠実に覆

刻・重刻したかを、具体的に比較検討する資

料が残されているわけである。したがって、

両者を版本学的に比較検討し、家刻本として

の清平山堂刊本の性質を明らかにすること

ができれば、清平山堂刊行の小説集について

も、その出版の性質や現存しない旧本の姿を、

ある程度推論することが可能になるものと

期待される。 
 
 
３．研究の方法 
清平山堂が刊行した小説は、日本の国立公

文書館内閣文庫に所蔵される十五編、中国の

北京大学図書館に所蔵される十二編、および

中国国家図書館所蔵の残本二編が現存する。

流伝の経緯を異にする三種類の清平山堂所

刊小説について、それぞれの版本および各編

の特徴を考察するとともに、清平山堂の小説

全体という観点からも書誌学的な検討を行

う。 

 ついで、清平山堂が刊行した書籍のうち現

存する『路史』、『新編分類夷堅志』、『六臣註

文選』、『唐詩紀事』等について、それらの依

拠したと思われる旧本との版本学的な比較

を行う。とくに、版式と文字（異体字や誤字

なども含めて）がどのように継承され、ある

いは改変されているかに着目して調査する。

その結果をまとめ考察することにより、清平

山堂の出版に見られる版式や刻字の傾向、な

いし版本学的な特徴を見いだす。 

 最終段階として、清平山堂の家刻本として

の特徴から推論することによって、清平山堂

の小説がどのような旧本にもとづいて重刻

されたのか、旧本の形態を可能な限り探って

いく。同じ清平山堂から刊刻された書籍であ

る以上、出版の版本学的形態において共通性

をもつと考えることは、一定の合理性をもつ

はずである。 

 さらに、清平山堂の事例を明代の家刻本の

出版史に位置づけること、また家刻本の出版

文化から小説史を再考すること等、新たな問

題提起と研究課題・方法の提示を行いたい。 

 

 

４．研究成果 

（１）清平山堂刊行の小説版本について 

清平山堂刊行の小説を中心に、家刻本とし

ての清平山堂刊本の特徴を検討した。国立公

文書館内閣文庫蔵本、北京大学図書館蔵本、

中国国家図書館蔵本の紙質、版式等を比較検

討した。 

破損が激しく、これまで清平山堂刊本であ

るかどうか確証の得られていなかった中国

国家図書館蔵阿英発見残本について、平成２

０年度はマイクロフィルムによる調査を行

ったが、平成２１年度の調査では原本の調査

が許可され、紙質、版匡の大きさ等を確認し

た。一部のページについては、書影の電子デ

ータを取得した。その結果、版心に「清平山

堂」と刻されてはいないものの、他の二箇所

に所蔵される版本との共通性から清平山堂

刊本であるとの結論に至った。 



 

 

北京大学図書館所蔵の『雨窗欹枕集』につ

いても原本の調査を実施し、紙質、版匡の大

きさ等を確認した。部分的に版本の撮影も行

った。国立公文書館内閣文庫所蔵の『清平山

堂話本』十五種とは、紙質にかなりの違いが

感じられるものの、版式等はおおむね一致す

る。 

そのほかに、版本調査に基づいて国内外三

箇所に所蔵される版本の関係を考察し、とく

に異体字の使用状況について明らかにした。 

 

（２）清平山堂刊行の小説以外の版本につい

て 

清平山堂刊行の小説以外の版本について

は、国立公文書館内閣文庫所蔵の『新編分類

夷堅志』と『唐詩紀事』、および京都大学人

文科学研究所所蔵の『六臣註文選』を実見し、

家刻本としての清平山堂刊本の特徴を検討

した。あわせて明清時代の様々な刊本を調査

することによって、清平山堂刊本の位置づけ

について一定の理解を得た。 

調査の過程で、関西大学泊園文庫所蔵『唐

詩紀事八十一巻』（宋嘉定十七年懐安假守王

禧慶長校刊）は、『関西大学泊園文庫蔵書書

目』の記載によれば、清平山堂刊本の依拠し

た宋本かと期待されたが、原本調査の結果、

明嘉靖二十四年張子立刊本であることが判

明した。 

また、清平山堂刊行の『六臣註文選』と比

較検討するために、斯波六郎「文選諸本の研

究」（『文選索引』所収、京都大学人文科学研

究所, 1957-59）に広島大学附属図書館所蔵

と記載されている『六臣註文選』項氏万巻堂

刊本の調査を試みたが、残念ながらこの本は

行方不明であった。 

 

（３）清平山堂刊本の所蔵状況について 

清平山堂刊本の所蔵状況について、各種の

書目、図書館目録等に基づき現状を整理した。

そのうち、清平山堂刊行の医薬書については

本研究期間中に実見調査を行うことはかな

わなかった。今後の課題としたい。 

 

（４）清平山堂以外の出版に関する研究 

 九州大学附属図書館に設置される濱文庫

所蔵唱本を対象に、詳細な書誌目録の作成を

行った。この作業をとおして、多様な版本を

実際に調査することによって、清平山堂刊本

の特徴を多角的な観点から考察する視座を

獲得した。またあるテキストが繰り返し刊刻

される場合の文字や版式の異同、同一の版木

を用いて異なる書肆から繰り返し印行され

ることなど、実際の出版事情に関わる多くの

実例を収集した。 
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